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巻頭言 ふくい理数グランプリ小学校部門における一考察 

福井県教育庁義務教育課指導主事 羽生 裕美 

 

Pick up！ ・第 1 回福井 CMT シンポジウム 
（第 19 回福井ＣＳＴ公開セミナー）開催 

・福井サイエンス ウインターミーティング 
(第 23 回福井ＣＳＴ合同研修会)開催 

TOPIC ・第９回福井 CST 認定証書授与式を挙行しました 

・第７回三重 CST シンポジウム 参加レポート 

受講者だより ・「化学反応とエネルギー」 
・「博物館インターンシップ」 

お知らせ ・『受講者募集』令和２年度福井ＣＳＴ養成 
プログラム等 

 

 
 
 
福井県教育委員会は、福井 CST 養成・支援事業の

協働実施機関として、これまで本事業に携わってき
ました。高い専門性を持った CST の先生方には、福
井県の理科教育の推進役として、それぞれの学校や
地域で御活躍いただいているところです。 
 さて、県教育委員会は、今後５年間に講じる具体
的な施策として「第３期福井県教育振興基本計画」
を策定しました。その中で、理科・数学教育を推進
する事業として「理数グランプリ」があります。先
生方の多大な御協力を賜り、中学校部門は今年で 12
回目を迎えました。平成 28年度から始まった小学校
部門では、昨年度の本選から、正解のない課題を出
題し、問題解決の過程を評価しています。まだ２回
の実施ではありますが、参加した児童の様子から考
えた、これからの小学校理科授業の在り方について
述べたいと思います。 
本選では最後にプレゼンテーションを行います。

どのチームも、結果を表やグラフにまとめた資料を
科学的な根拠として結論を述べています。学校では、
「考察や結論の導出」に重点を置いた授業が多く展
開され、本選においても、その成果が発揮されてい
るのだと思います。しかし、問題の見いだしや予想・
仮説の場面において、根拠を示して説明できている
チームとなると、とても少なくなります。チームの
多くが、「（現象を見て）不思議だと思ったから、調
べたいと思いました。」と述べています。これは、調
べたいという意欲が高いことになるかもしれません
が、それが科学的な根拠とは言えません（根拠はあ

るが、うまく言語化できないために、そのように発
表しているのかもしれません）。 
来年度からの小学校理科では、学年を通して育成

を目指す問題解決の力の１つとして「既習の内容や
生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する
力」があげられます。これまでの学習経験や生活経
験の中で、同じような事物・現象はなかったか、ま
たは、これまでの学習などを通して獲得した知識の
中で、関係のありそうなものはないかといった思考
をする必要があります。教師は、これまでの知識を
活用することで解決につながることはないかと問い
かけるなど、子供たちが考えるための支援をしてい
くことが大切になります。このような関係付けによ
って、個別の知識がつながり、より科学的な概念と
して獲得されていきます。それが、根拠のある予想
や仮説を発想する力につながっていきます。子供た
ちが未知の問題に遭遇したときに、自分が知ってい
ることの中から、何が使えるのか考え、当てはめて
みることは、主体的な問題解決を行う上で大きな意
味をもっていると言えるでしょう。問題解決の過程
の中で、軽重はありませんが、今まで以上にこの過
程を意識して授業を行っていくことが重要になると
考えます。 
県では、「引き出す教育」「楽しむ教育」を進め、

子供たちが未来社会を切り拓くための資質・能力を
確実に育成するために、CST の先生方と協働し、福
井県の理科教育のなお一層の向上を目指して参りま
す。 
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第７回三重 CST シンポジウム 参加レポート 

（日時） 令和 2 年 2 月 15 日土曜日 13:15～17:00 

（場所） 三重大学教育学部 大会議室 
 平成 24 年度から三重 CST では 56 人のⅠ種･Ⅱ種 CST を認

定してきた。本シンポジウムでは「理科の連携を開く」「理科

の教材を拓く」「理科の教育を啓く」の「３つのひらく」をテ

ーマに、小中学校の理科授業における「協調的な問題解決」に

向けた CST の実践が発表された。特別講演では、東京大学高

大接続研究開発センターの白水教授から「知識構成型ジグゾ

ー法」を紹介していただいた後、参加者全員で「問題解決から

発見」に向けた授業づくりを体験した。最後に活動報告をもと

に各地区の CST 活動について情報交換した。 
令和元年度認定 福井 CST 
初級 CST(福井)養成プログラム修了 深川 礼弥 

第９回福井 CST 認定証書授与式を挙行しました 

令和2年3月23日（月）、
福井大学文京キャンパス
にて、第９回福井 CST 認

定証書授与式を挙行しま
した。認定を受けたのは、
２年間にわたるCST養成

プログラムを修了した初
級 CST 受講者（学部生）
1名です。 



福井サイエンス ウインターミーティング 

(第 23回福井 CST 合同研修会)開催 
SSTA福井支部との共催 

 日時：令和 2年 2月 22日（土）16：00～17：30 
会場：福井大学文京キャンパス総合研究棟 I 10階 

    理科カリキュラム開発実験室 
● ワンポイントレクチャー『宇宙を 100 倍楽しむアプローチ！ 

～学芸員加藤の博物館ライフ～』 
            福井市自然史博物館 学芸員 加藤英行 

● SSTA 参加報告 
・全国特別研修会(東京)上級 CST 菅原英淑(和田小学校教諭) 
・こども科学教育研究全国大会（岐阜市立陽南中学校） 

大村弥生（社西小学校教諭） 村中亜祐実（成和中学校教諭） 

 

令和２年度に開催される理科教育関係の学会   

◇日本理科教育学会第 70 回全国大会 
 会場：岡山大学   日程：2020 年 8 月 22 日(土),23 日(日) 

 発表申込期限：未定 
◇日本エネルギー環境教育学会第 15 回全国大会 
 会場：静岡大学  日程： 2020 年 8 月 16 日(日)～18 日(火) 

 発表申込期限：未定 
◇令和２年度日本理科教育学会北陸支部大会  
 会場：仁愛大学  日程：2020 年 10 月～11 月頃 

 発表申込期限：未定 
◇日本科学教育学会 
 会場：姫路商工会議所 日程：2020年8月25日(火)～27日（木） 

 発表申込期限：2020 年 5 月１８日(月)～６月 10 日(水) 
  

 

 「 

 

第１回福井ＣＭＴシンポジウム 

（第 19回 CST公開セミナー）開催  
 12 月 14 日(土)、文京キャンパスにて「第１回福井 CMT

シンポジウム」を「第 19 回福井 CST 公開セミナー」を兼ね

て開催した。本シンポジウムには全国の CST、CMT 養成

拠点構築事業関係者 101 名が出席した。福井県内の小中

学校理科教員及びプログラムの受講者にとって、全国で展

開されている様子を間近に聞きながら事例を共有できる素

晴らしい機会となった。 

 

 

13：20～13：35  開会行事・主旨説明 
13：35～14：30  研究報告 
14：40～15：40  パネルディスカッション 
15：40～16：50  ポスター・ワークショップ 
16：50～17：00  閉会行事 
17：30～19：00  情報交換会 
 
〇研究報告 地域の核となる理科教員（CST）から算数・数学教員

（CMT）養成・支援事業への展開  

〇ポスター・ワークショップ 
理科 17 件（県内 12 件 県外５件） 

プログラム （参加地域） 福井県 神奈川県 高知県 
京都府 沖縄県  東京都 

お 知 ら せ 

『受講者募集』 令和２年度福井 CST 養成プログラム 
上級 CST養成プログラム 

【応募資格】 
① 小学校教諭または中学校理科担当教諭であって、実務経験が７年

以上（専修免許取得者は５年以上）の者。 

または、初級・中級 CST であって、上級 CST 認定年度末時点にお

いて実務経験５年以上となる見込みの者。 

なお、実務経験には常勤講師の期間も算入できるものとする。 

② 勤務時間外を中心とした約２年間のプログラムに参加を希望する者 

③ CST 資格取得の後、上級 CST として活動する意志がある者 
＊新規採用後５年未満の方には、中級 CST（現職）養成プログラムが
用意されています。応募に関する詳細は WEB サイトをご覧ください。 

【募集日程】 応募期間 4月 6日(月) ～ 5月 18日(月) 
           面接日  5月 23日(土)予定 

 

『講座情報』 
6/20(土)『スノーケリング指導者養成講座 指導者基礎講習』 

                       （福井県海浜自然センター） 

6/21(日)『★星をみるかい？★ 部分日食』 

                 （福井県児童科学館） 
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ぜひ発表して 

ください 

（初級 CST受講者） 

 福井市自然史博物館 

今回、化石採集会で、子供たちへの
アドバイスの仕方を学んだ。勇気を出し
て質問できた子供に対して、化石かどう

かを答えるだけだと、やる気を損ねてし
まうこともあるので、良いところを褒め
て、次につながるようなアドバイスをす

ることが大切だと思った。教員になった
ときに、博物館を校外学習の場所として
積極的に利用していきたいと感じた。 

「博物館インターンシップ」 
本年度は、初級 CST 受講者１名が、県内の連携機関にご協

力を頂きインターンシップに取り組みました。 

受講者だより  

「化学反応とエネルギー」 
2020.2.17 
福井県立丸岡高等学校 
(上級 CST受講者) 

今まで、生徒の様子からは、しば

らくすると学習したことがすっかり頭
の中から抜けてしまう現象がよく見
られた。今回の授業研究会の中で、

教科の本質に迫る深い学びについ
て議論したことで、この現象に対す
る答えが見つかったように思う。生

徒の能力に問題があるのではなく、
自身の授業と知識を長期的に残す
ような深い学びに変えていく必要性

を感じた。今後は、いかに深い学び
に誘うかといった視点で、自身の授
業を見直していきたい。 

(次回) 
第 24 回福井 CST 合同研修会 
(第 21 回福井ＣＳＴ公開セミナー) 

 令和２年 6 月 26 日（金） 

開催予定 

Pick up! 


